
 

 
   

 

 
3日 月 火 水 木 金 土 

12/29 12/30 12/31 1 
2 

新成人祝賀会
新年賀会 

3 4 

 
     

       

5 6  7 8 9 10 11 

消防出初式 

センター 
仕事始め 

100歳体操 100歳体操 フリーサロン にこにこ給食  

 婦人会   3Ｂ体操  

12 13 14 15  16  17 18 

とんど祭り 
ハーモニカ 100歳体操 100歳体操 ほんわかカフェ 3Ｂ体操  

大正琴 大正琴・二胡 まちづくり役員会 歴史部会  3Ｂ教室 

19 20 21 22 23 24 25 

 銭太鼓 

100歳体操 100歳体操  3Ｂ体操 
 

楽土    

26 27 28 29 30 31 2/1 

環境保全組合

臨時総会 

ハーモニカ 100歳体操 100歳体操  3Ｂ体操  

大正琴 大正琴・二胡     

 

     

◆
新
年
祝
賀
会
・
新
成
人
祝
賀
会 

２
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～ 

於 

跡
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

◆
消 

防 

出 

初 

式 

5
日
（
日
） 

 
◆
フ
リ
ー
サ
ロ
ン
（
婦
人
会
） 

9
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～ 

於 

花
サ
カ
ス 

 
 

◆
に 

こ 

に 
こ 

給 

食 

10
日
（
金
）
午
前
11
時
～ 

於 

跡
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

◆
と 

ん 

ど 

祭 

り 

12
日
（
日
）
午
前
10
時
～ 

於 

旧
跡
市
小
学
校
校
庭 

 

◆
ほ
ん
わ
か
カ
フ
ェ 

16
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～ 

於 

跡
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

 ◆
楽 

土 21
日
（
火
）
午
後
～ 

要
予
約 

於 

花
サ
カ
ス 

 

◆
跡
市
環
境
保
全
組
合
臨
時
総
会 

26
日
（
日
）
午
前
9
時
～ 

於 

跡
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

◆
昼 

市
（
商
工
振
興
部
） 

未 

定 

於 

花
サ
カ
ス 

 

 

 

 

 

 

  世帯数 男 
65 歳 
以上 女 

65 歳 
以上 合 計 

65 歳
以上 

跡 市 175 160 73 177 104 337 177 

千 田 78 72 38 77 41 149 79 

井 沢 10 6 3 8 6 14 9 

清 見 8 5 4 5 5 10 9 

合 計 271 243 118 267 156 510 274 

３０年 
11 月末    279 253  280  533  

 

今 

月 

の 

主 

な 

行 

事 

ここに文字を入力 

第 69 号 

 

発行/令和2年１月１日 

お 
 

礼 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

 
 

 令
和
二
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
皆
様
方
の
ご

健
勝
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
平
成
か
ら
令
和
へ
元
号
が
変
わ
り
、
ま
た

日
本
各
地
で
多
く
の
災
害
が
発
生
し
た
激
動
の
年

で
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
跡
市
地
区
は
大
き
な
災

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
各
地
で
は
大
き

な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様

方
に
対
し
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
地
域
の
皆
様
に
は
昨
年
、
跡
市
祭
り
、
敬

老
会
、
体
育
大
会
、
文
化
祭
等
多
く
の
事
業
に
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
こ
と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
の

干
支
は
、「
子
年
」
で
す
。
子
年
は
、
植
物
が
循
環

す
る
様
子
を
表
し
て
い
る
十
二
支
の
一
番
目
に

「
子
」
が
き
て
い
る
よ
う
に
子
年
を
植
物
に
た
と
え

る
と
新
し
い
生
命
が
種
子
の
中
に
き
ざ
し
始
め
る

時
期
で
新
し
い
物
事
や
運
気
の
サ
イ
ク
ル
が
始
ま

る
年
」
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
が
こ
の

一
年
健
康
で
あ
り
、
良
き
新
し
き
運
気
が
始
ま
り
ま

す
よ
う
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
、
協
議
会
が
発
足
し
て
か
ら
九
年
目
と
な

り
ま
す
。
跡
市
地
域
に
お
い
て
は
、
昨
年
掲
げ
ま
し

た
地
域
の
課
題
「
旧
跡
市
小
学
校
跡
地
利
用
問
題
」
、

「
農
地
の
保
全
の
在
り
方
」
、
「
連
合
自
治
会
の
再

編
」、「
助
け
合
い
制
度
の
確
立
」
等
協
議
し
て
き
ま

し
た
が
解
決
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
も
引

き
続
き
こ
れ
ら
の
課
題
を
地
域
の
皆
様
方
と
一
緒

に
協
議
・
解
決
し
て
い
き
、
少
し
で
も
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

跡
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 
野
田
英
夫 

お 

礼 

・
清
見
の
山
崎
紘
一
さ
ん
よ
り
、
テ 

ン
ト
を
二
張
り
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

・
婦
人
会
さ
ん
に
花
サ
カ
ス
の
大
掃

除
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

・
地
域
の
方
に
小
学
校
の
花
壇
、
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
の
枯
葉
を
掃
除
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

お
陰
様
で
気
持
ち
よ
く
新
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

・
跡
市
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
各
部 

の
事
業
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

に
、
各
部
順
番
に
活
動
報
告
を
全

戸
配
布
を
し
ま
す
。
今
月
は
「
歴

史
文
化
部
」
で
す
。
ま
た
、
各
部

で
は
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 ・
青
陵
中
学
校
の
校
長
室
だ
よ
り
、 

「
丘
に
立
つ
」

no.14

no.15
、
里
山
子
ど

も
園
わ
た
ぼ
う
し
の
お
便
り
を
回

覧
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。 

 

・
新
町 

古
川
照
己 

様 

 
 

 

故 

古
川
久
子 

様 
 

・
町
西 

川
上 

巧 

様 

 
 

 

故 

川
上
節
枝 

様 

 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
過
分
な

る
ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

・
町
西 

川
上
節
枝 

様 
 

 
 

十
二
月
三
日 

 
 

 
 

 

行
年 

九
十
歳 

 

・
町
西 

盆
子
原
繁
美 

様 
 

 
 

十
二
月
二
十
二
日 
 

 
 

 

行
年 

九
十
二
歳 

 

心
よ
り 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

お
く
や
み 

令
和
二
年 

 

祝 

成
人 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

山
中 

梨
沙
子 

さ
ん 

羽
手
原 

千
紗 

さ
ん 

盆
子
原 

天
斗 

さ
ん 

佐
々
木 

翔
子 

さ
ん 

お 

礼 

人 令和元年 11月末 跡市地区の人口 510

お 

し 

ら 

せ 
 



   

 

お 

わ 

び 

月
号
の
文
化
祭
記
事
の
中
で
大
正
琴
さ
ん

の
舞
台
出
演
と
あ
り
ま
す
が
、
銭
太
鼓
さ
ん
の

誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

そばうち教室 

12月 15日（日） 

寿会の皆さんの指導の下で、小学生の親子が

そば打ちを体験しました。みんな一生懸命に

作り美味しいおそばが完成しました。そして、

「みんな元気で年越しを！」と願いました。 

にこにこ給食 12月 3日（火） 

今年も楽しい時間を過ごしました。折り紙

等の手作り、脳活ゲーム、おしゃべりや懐

かしい歌をうたっています。12月の会で

は、生り畑の上手さんにみごとな詩吟を披

露していただき、一年を締めくくりました。 

ほんわかカフェ 
12月 19日（木） 

森のようちえんで「みのりの会」が開かれま

した。園児の発表の後、羊牧場の石井さん指

導で羊毛を使っての鈴作り等、楽しい体験教

室がありました。また、ようちえんでは味噌

や梅干し、たくさんの種類のジャムも手作り

されており、参加者にふるまわれました。 

 

 

 

わたぼうし  

「み の り の 会」 11月 30日（土） 

済生会病院の緩和ケア認定看護師の津枝さんをお迎え

して、江津市の出前講座『自分らしい最期を迎えるた

めに』を受講しました。必ず訪れる死を自分はどこで

迎えたいのか、治療はどこまで希望したいのか等、自

分の意思表示をしておくことの重要性を学びました。

また、人生の最期を考える「もしバナ」というをカー

ドを使って、ゲーム感覚でそれぞれ自分と向き合う時

間を持ちました。特別講師には、能美医院の院長先生

をお迎えして貴重なお話をしていただきました。 

 

 

 

今月はおでんです。あつあつの鍋を囲

んでのほっこりと楽しい会食でした。

食は大事です。今年も社協、民生、食

改の皆さんありがとうございました。 

 

 

11月 28日（木） 
12月 8日（日） 

長い間、跡市小学校を見守ってきた、樹齢 80年とも言われるカイヅカイブキ

を切るにあたりまして、卒業生をはじめ地区内外の皆様から『何とか残すこと

はできないか』といった思いの言葉がたくさん寄せられました。しかし、高齢

化の進んだ地域で剪定作業等の維持管理を継続することは困難と判断し、皆様

にお知らせしたとおり12月 8日に伐採しましたのでご報告します。 

 

 

小学校の貝塚いぶきを伐採しました 

跡市健康づくり推進会 

「健 康 教 室」 12月 23日（月） 

ＪＡ発行の「家の光」12月号に掲載さ

れている、お正月料理を作りました。

筑前煮、海老の塩麹パン粉焼き、ベジ

キッシュなど大変豪華な献立でした。 

 

 

 

貝塚いぶきが、皆さんの記憶に深く残ることを願っています。ところで、残された切

り株の根元にはひこばいが力強く芽吹いています。見守っていきたいと思っています。 

専門家の指導の下
みんなで 

引っ張りました 

ＪＡ女性部 

「料 理 教 室」 
12月 20日（金） 


